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キ
ー
ワ
ー
ド　

西
周
金
文　

넢
꼐　

京
밍　

武
公　

向
父　
　

器
名　

多
友
鼎

時
代　

西
周
晩
期
（
厲
王
期
）

出
土　

一
九
八
〇
年
陝
西
省
長
安
縣
斗
門
鎭
下
泉
村
東
北
で
細
砂
取
土
の
際
、
深

さ4

m
の
地
点
か
ら
出
土
。

器
制

雙
（
直
）
耳
釜
形
三
蹄
足
。

外
壁
に
二
本
の
凸
状
旋
紋
が
鑄

ら
れ
て
い
る
外
に
は
紋
飾
は
な

い
。
通
高51.5

㎝
、腹
徑50

㎝
、

蹄
足
高20

㎝
、
重
さ37

㎏
。

鼎
腹
底
部
に
は
炭
灰
が
附
着
し

て
い
た
。
腹
内
に
銘
文
が
鑄
込

ま
れ
て
い
る
。
全
文
二
七
五
字
、う
ち
合
文
三
字
、重
文
一
字
、欠
文
二
字
。（
①

田
醒
農
・
雒
忠
恕
に
拠
る
）

同
様
の
器
制
を
持
つ
も
の
に
、
大
鼎
（
集

成2807

、『
故
宮
靑
銅
器
』183

）、
頌
鼎

（
集
成2827

、『
故
宮
靑
銅
器
』184

）
南

宮
柳
鼎
（
集
成2805

、『
陝
西
出
土
商
周

靑
銅
器
』4.105

）
が
あ
る
。

收
藏　

陝
西
省
歴
史
博
物
館

金
文
通
解

多
友
鼎

笠　
　

川　
　

直　
　

樹

大鼎

頌鼎

南宮柳鼎
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友
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七
八

著
録　

①
『
人
文
雜
誌
』
一
九
八
一
年
第
四
期
、一
一
六
頁
。『
靑
銅
器
全
集
』5-37

。『
集

成
』2835
。『
銘
文
選
』408

。『
銘
圖
』2500

。

著
録
略
稱

集
成
：
中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
（
修
訂
增
補
本
）』

（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）

新
收
：
鍾
柏
生
等
編
『
新
收
殷
周
靑
銅
器
銘
文
曁
器
影
彙
編
』（
藝
文
印
書
館
、

二
〇
〇
六
年
）

銘
圖
：
呉
鎭
烽
編
著
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
暨
圖
像
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
）

銘
文
選：馬
承
源
主
篇
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
選
』（
文
物
出
版
社
、一
九
八
六
年
）

合
集
：
郭
沫
若
主
編
・
中
國
社
會
科
學
院
歴
史
研
究
所
編
『
甲
骨
文
合
集
』（
中

華
書
局
、
一
九
七
七
〜
一
九
八
二
年
）

考
釋

1
．
發
掘
當
時
の
時
代
・
銘
文
考
證

①
田
醒
農
・
雒
忠
恕
「
多
友
鼎
的
發
現
及
其
銘
文
試
釋
」（『
人
文
雜
誌
』

一
九
八
一
年
第
四
期
）

②
李
學
勤
「
論
多
友
鼎
的
時
代
及
意
義
」（『
人
文
雜
誌
』
一
九
八
一
年
第
六
期
）

③
李
學
勤
「
多
友
鼎
的
卒
字
及
其
他
」（『
新
出
靑
銅
器
研
究
』、
文
物
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
）

④
張
亞
初「
談
多
友
鼎
銘
文
的
幾
個
問
題
」（『
考
古
與
文
物
』一
九
八
二
年
第
三
期
）

⑤
劉
雨
「
多
友
鼎
的
時
代
與
地
名
考
訂
」（『
考
古
』
一
九
八
三
年
第
二
期
）

⑥
劉
翔
「
多
友
鼎
銘
兩
議
」（『
人
文
雜
誌
』
一
九
八
三
年
第
一
期
）

⑦
黄
盛
璋
「
多
友
鼎
的
歴
史
與
地
理
問
題
」（『
文
字
學
論
集
』（
一
）、一
九
八
三
年
）

⑧
劉
桓
「
多
友
鼎
〈
京
밍
〉
地
望
考
辨
」（『
人
文
雜
誌
』
一
九
八
四
年
第
一
期
）

⑨
夏
含
夷
「
測
定
多
友
鼎
的
年
代
」（『
考
古
與
文
物
』
一
九
八
五
年
第
六
期
）

2
．
字
釋
及
び
關
連
す
る
事
項
の
考
證

⑩
李
義
海
「
多
友
鼎
補
釋
」（『
開
封
大
學
學
報
』
二
〇
〇
四
年
第
二
期
）

⑪
張
崇
禮
「
釋
金
文
中
的

字
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網

站
論
文
、
二
〇
一
二
年
五
月
五
日
、http://w

w
w
.gw
z.fudan.edu.cn/W

eb/

Show
/1858/

）

⑫
馬
楠
「『
尚
書
』、
金
文
互
證
三
則
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
四
年

第
一
一
期
）

⑬
劉
昭
瑞
「
試
説
多
友
鼎
銘
文
中
的
追
」（『
古
文
字
硏
究
』
第
二
六
輯
、
中
華
書

局
、
二
〇
〇
六
年
）

⑭
曹
漢
剛
「
多
友
鼎
相
關
問
題
考
證
」（『
中
國
國
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
四
年

第
三
期
）

⑮
李
峰
「
多
友
鼎
銘
文
を
め
ぐ
る
歴
史
地
理
的
問
題
の
解
決
」（『
論
集
中
國
古
代

の
文
字
と
文
化
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
）

3
．「
京
師
」
に
關
わ
る
考
證

⑯
張
世
超
「《
繫
年
》
中
的
京
밍
及
相
關
問
題
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字

研
究
中
心
網
站
論
文
、
二
〇
一
二
年
四
月
二
三
日
、http://w

w
w
.gw
z.

fudan.edu.cn/W
eb/Show

/1852/

）

⑰
楊
博
「
清
華
簡
《
繋
年
》
簡
文
「
京
師
」
解
」（『
簡
帛
』
第
一
二
輯
、
上
海
古
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籍
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）

⑱
小
南
一
郎
「
京
師
考
」（『
中
國
古
代
都
市
の
形
成
：
長
江
流
域
に
お
け
る
城
郭

都
市
形
成
過
程
の
考
古
學
的
調
査
』、
科
學
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
A
）

（
2
）
研
究
成
果
報
告
書
、
平
成
九
〜
一
一
年
度
、
二
〇
〇
〇
年
）

⑲
彭
商
裕
「
周
伐

及
相
關
問
題
」（『
歴
史
研
究
』
二
〇
〇
四
年
第
三
期
）

⑳
田
率「
四
十
二
年

鼎
與
周
伐

問
題
」（『
中
原
文
物
』二
〇
一
〇
年
第
一
期
）

㉑
李
建
生
・
王
金
平
「
周
伐

與
長
父
侯
於
楊
相
關
問
題
」（『
中
原
文
物
』

二
〇
一
二
年
第
一
期
）

㉒
吉
本
道
雅
「
松
井
嘉
德
著
『
周
代
國
制
の
研
究
』
書
評
」（『
史
窗
』
第
六
〇
号
、

二
〇
〇
三
年
）

4
．『
詩
經
』
に
關
わ
る
參
考
文
獻

㉓
白
川
靜『
詩
經
研
究　

通
論
篇
』第
一
章
、國
風
の
地
域
性
と
詩
篇
の
特
質　

六
、

豳
・
秦
（『
白
川
靜
著
作
集
』
第
一
〇
卷
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

㉔
白
川
靜
『
稿
本
詩
經
研
究　

解
釋
篇
』
第
三
章
、
社
会
生
活
と
詩
篇　

一
、
戰

争
詩
（
立
命
館
大
學
文
學
部
中
國
文
學
研
究
室
、
一
九
六
〇
年
）

5
．
全
體
に
わ
た
る
參
考
文
獻

㉕
松
井
嘉
德
「
周
の
領
域
と
そ
の
支
配
」（『
周
代
國
制
の
研
究
』、
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
二
年
）

㉖
佐
藤
信
弥
「
獻
捷
儀
禮
の
変
化
」（『
西
周
期
に
お
け
る
祭
祀
儀
禮
の
研
究
』、

朋
友
書
店
、
二
〇
一
四
年
）

㉗
付
強「
肇
尊
銘
文
補
釋
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網
站
論
文
、

二
〇
一
七
年
九
月
二
三
日
、http://w

w
w
.gw
z.fudan.edu.cn/W

eb/Show
/

3108

）

㉘
松
丸
道
雄
「
西
周
時
代
の
重
量
單
位
」（『
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』

第
一
一
七
册
、
一
九
九
二
年
）

㉙
李
峰
『
西
周
的
滅
亡
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）

銘
文



多
友
鼎

八
〇

唯
十
月
、
用
넢
（

）
꼐
（

）
放
묬
（
興
）、
닚
（
廣
）
伐
京
밍
（
師
）、

告
追
于
王
。
命
武
公
、「
遣
乃
元
士
、
羞
追
于

京
밍
（
師
）」、
武
公
命
多
友
뎦
（
率
）
公
車
羞
追

于
京
밍
（
師
）。
癸
未
、
戎
伐
믕
（
栒
）、
衣
孚
、
多
友
西

追
。
甲
申
之
脣
（
晨
）、
꽪
（
搏
）
于
꺱
（
漆
）、
多
友
右
（
有
）
折

首
륫
（
執
）

（
訊
）、
凡
갢
（
以
）
公
車
折
首
二
百
又
□
又

五
人
、
륫
（
執
）

（
訊
）
廿
又
三
人
、
孚
（
俘
）
戎
車
百
乘

一
十
又
七
乘
、
衣
궾
（
復
）
믕
（
栒
）
人
孚
。
或
꽪
（
搏
）
于

（
共
）、
折
首
卅
又
六
人
、
륫
（
執
）

（
訊
）
二
人
、
孚
（
俘
）
車

十
乘
。
從
至
、
追
꽪
（
搏
）
于
世
、
多
友
或
右
（
有
）
折

首
륫
（
執
）

（
訊
）。
乃
봿
（
逞
）
追
至
于
楊
冢
。
公
車
折

首
百
又
十
又
五
人
、
륫
（
執
）

（
訊
）
三
人
、
唯
孚
（
俘
）

車
不
克
갢
（
以
）、
衣
焚
、
唯
馬

。
궾
（
復
）

奪
京
밍
（
師
）
之
孚
（
俘
）。
多
友
廼
獻
孚
졓
（
馘
）

（
訊
）

于
公
、
武
公
廼
獻
于
王
、
廼
曰
武
公
曰
、「
女
（
汝
）
既

靜
京
밍
（
師
）、
붨
（
釐
）
女
（
汝
）、
易
（
賜
）
女
（
汝
）
土
田
。」
丁
酉
、
武

公才
（
在
）
獻
宮
、
廼
命
向
父
刟
（
召
）
多
友
、
廼
뎂

于
獻
宮
、
公

（
親
）
曰
多
友
曰
、「
余
肇
事
（
使
）

女
（
汝
）、
休
不
냠
（
逆
）、
又
（
有
）
成
事
、
多
禽
（
擒
）。
女
靜
京

밍
（
師
）、
易
（
賜
）
女
（
汝
）
圭
뽶
（
瓚
）
一
・
湯
鐘
一
뤷
（
肆
）・

鋚
百

（
鈞
）。」
多
友
敢
對
揚
公
休
、
用
乍
（
作
）
깻

鼎
、
用

（
朋
）
用
뙿
（
友
）、
其
子
子
孫
永
寶
用
。

銘
文
考
釋

唯
十
月
、
用
넢
（

）
꼐
（

）
放
묬
（
興
）、
닚
（
廣
）
伐
京
밍
（
師
）、

「
넢
꼐
」（

）〔
図
A
〕は
西
周
末
期
に
涇
水
上
游
に
割
拠
し
た
異
族
名
。
厲
、

宣
王
期
の
靑
銅
器
銘
文
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
不
뒲
簋
（
集
成4328

）
に
は
겦

꼋
〔
図
B
〕（「
唯
九
月
初
吉
戊
申
、
白
氏
曰
、
不
뒲
馭
方
겦
꼋
廣
伐
西
俞
、
王
令

我
羞
追
于
西
」【
唯
九
月
初
吉
戊
申
、
白
氏
は
曰
う
、
不
뒲
、
馭
方
よ
、
겦
꼋
西

俞
を
廣
伐
す
、
王
我
に
西
に
羞
追
す
る
を
令
ず
】）、

季
子
白
盤
（
集
成10173

）

に
は
겦
𡻏
〔
図
C
〕（「
搏
伐
겦
𡻏
于
洛
之
陽
、
折
首
五
百
、
執
訊
五
十
」【
겦
𡻏

を
洛
の
陽
に
搏
伐
し
、
折
首
五
百
、
執
訊
五
十
】）、
兮
甲
盤
（
集
成10174

）
に

겦
𡻏
〔
図
D
〕（「
王
初
各
伐
겦
𡻏
于
맷
뮗
、
兮
甲
從
王
，
折
首
執
訊
」【
王
初
め

て
겦
（

）
𡻏
（

）
を
맷
뮗
に
各
伐
す
、
兮
甲
王
に
從
い
、
折
首
執
訊
あ
り
】）、

四
十
二
年

鼎
（
新
収745

）
に
겦
（
乙
）
𡻏
（
甲
）〔
図
E
〕（「
女
隹
克
井
乃

先
且
考
、闢
겦
𡻏
」【
女
隹
れ
克
く
乃
の
先
且
（
祖
）
考
に
井
（
型
）
り
、
겦
（

）

𡻏
（

）
を
闢
す
】）
と
あ
り
、
字
の
表
記
は
略
々
同
じ
。
ま
た
『
詩
經
』
小
雅

の
六
月
・
出
車
・
采
薇
は

の
討
伐
を
歌
い
、
出
車
に
「
獲
醜
を
執
訊
す
」
の

語
が
あ
る
。

多
友
鼎
の
넢
꼐
〔
図
A
〕
の
꼐
字
の
右
旁
表
記
は
、
同
じ
銘
文
中
の
륫
냮
〔
図

F
〕
の
右
旁
の
字
形
と
同
じ
、
或
い
は
字
構
上
（
拘
束
さ
れ
た
人
）
同
じ
。

季

子
白
盤
〔
図
G
〕
兮
甲
盤
の
륫
냭
〔
図
H
〕
も
ま
た
字
構
上
同
じ
で
あ
る
か
ら
、

俘
囚
を
意
味
す
る
允
字
（
師
訇
簋
「
夷
允
」
集
成4342

）
に
つ
い
て
は
、
厲
王

期
の
꼐
か
ら
宣
王
期
の
𡻏
へ
と
、
時
間
的
な
經
過
に
伴
い
、
꼐
か
ら
𡻏
へ
と
表
記
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の
變
化
が
見
て
と
れ
る
。

図
A

　

  　

図
B

　

  　

図
C

図
D

　
  　

図
E

乙

甲  　

図
F

図
G

　

  　

図
H

「
放
묬
」
に
つ
い
て
、
李
學
勤
②
は
『
尚
書
』
微
子
篇
の
「
小
民
方
興
し
、
敵

讎
を
相
い
爲
す
」
及
び
注
の
「
卿
士
既
に
亂
れ
て
而
小
人
は
各
々
一
方
に
起
ち
、

其
れ
敵
讎
を
爲
し
、
和
同
せ
ざ
る
を
言
う
」
を
擧
げ
、
こ
れ
を
「
放
묬
」
と
す
る
。

『
銘
文
選
釋
文
』（
二
八
四
頁
）
の
放
묬
に
以
下
の
注
が
あ
る
。

方
興
と
讀
む
。
方
の
（
字
）
義
は
並
、
併
と
す
る
。『
荘
子
』
山
木
に
「
方
舟

而
し
て
河
を
濟
る
」
と
あ
る
。『
經
典
釋
文
』
に
引
く
司
馬
は
云
う
「
方
は
並
」

と
。
ま
た
、『
國
語
』」
齊
語
に
「
方
舟
を
附
設
す
」
と
あ
り
、韋
昭
注
に
は
「
方

は
併
な
り
」
と
あ
る
。
興
は
起
る
こ
と
。
方
興
は
、

が
集
結
或
い
は
連
合

し
て
起
る
と
言
う
の
と
略
々
同
じ
。『
尚
書
』
微
子
篇
の
「
小
民
方
興
、
敵
讎

を
相
い
爲
す
」、ま
た
費
誓
の
「
茲
に
淮
夷
、徐
夷
並
び
興
る
に
徂ゆ

く
」
の
方
興
、

並
興
は
同
義
。

こ
こ
で
は
『
銘
文
選
釋
文
』
の
注
に
従
い
、「
並
び
興
る
」
意
味
と
解
す
る
。

「
닚
伐
」
の
字
釋
に
つ
い
て
は
⑭
曹
漢
剛
に
言
う
よ
う
に
二
説
が
あ
る
。

（
1
）
史
密
簋
（
新
収636

）
に
「
隹
十
又
一
月
，
王
令
師
俗
、
史
密
曰
東
征
㪉

南
尸
、
盧
、
虎
，
會
杞
尸
、
舟
尸
、

不
쐪
，
廣
伐
東
或
」【
隹
（
唯
）
十
又
一
月
、

王 

師
俗
、史
密
に
令
じ
て
曰
う
。
東
征
し
て
。
南
尸（
夷
）を
㪉
（
う
）て
と
。
盧
、

虎
、
杞
尸
（
夷
）、
舟
尸
（
夷
）
と
會
し
て
、

し
く
쐪
（
慎
）
ま
ず
し
て
、
東

或
を
廣
伐
す
】（
村
上
幸
造
氏
「
史
密
簋
」。『
漢
字
學
研
究
』
金
文
通
解
、
第
一

輯
參
照
）、應
侯
見
工
鼎
（
新
収1456

）
に
「
南
尸

敢
乍
非
良
，廣
伐
南
國
」【
南

尸

し
敢
て
非
良
を
乍
し
、
南
國
を
廣
伐
す
】、
禹
鼎
（
集
成2833

）
に
「
唯
噩

侯
뽨
方
率
南
淮
尸
、
東
尸
、
廣
伐
南
或
、
東
或
、
至
于
歷
内
」【
唯
噩
侯
뽨
方
南

淮
尸
、
東
尸
を
率
い
て
、
南
或
、
東
或
を
廣
伐
し
、
歷
內
に
至
る
】
と
あ
る
。
こ

の
三
器
に
見
え
る
「
廣
伐
」
は
、
廣
い
範
囲
が
侵
略
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

（
2
）
不
뒲
簋
（
集
成4328

）
に
は
、「
겦
꼋
西
俞
を
廣
伐
す
、
王 

我
に
西
に
羞

追
す
る
を
令
ず
」
に
續
け
て
、「
余
命
女
御
追
于
냲
、女
갢
我
車
宕
伐
겦
꼋
于
高
陶
」

【
余 

汝
に
냲
に
馭
追
す
る
を
命
ず
、汝 

我
車
を
以
い
て
겦
꼋
を
高
陶
に
宕
伐
せ
よ
】

と
あ
る
。
ま
た
柞
伯
鼎
に
「
隹
四
月
既
死
霸
，

中
令
柞
白
曰
、
才
乃
聖
且
周
公

볏
又
共
于
周
邦
。
用
昏
無
殳
、廣
伐
南
或
。
今
女
륭
率
蔡
侯
左
至
于
昏
邑
」【
隹（
唯
）

四
月
既
死
霸
、

中
（
仲
）
柞
白
（
伯
）
に
令
じ
て
曰
う
。
乃
の
聖
且
（
祖
）
周

公
に
才
（
在
）
っ
て
は
、볏
に
周
邦
に
共
（
功
）
又
（
有
）
り
。
昏 

及
ぶ
無
く
も
、

南
或
（
國
）
を
廣
伐
す
る
を
用
て
、
今
女
（
汝
）
륭
（
其
）
れ
蔡
侯
を
率
い
、
左

よ
り
し
て
昏
邑
に
至
れ
】（
朱
鳳
澣
「
柞
伯
鼎
與
周
公
南
征
」（『
文
物
』

二
〇
〇
六
年
第
五
期
）
と
あ
っ
て
、
固
有
の
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

廣
伐
の
語
は
異
族
の
侵
略
に
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
あ
り
、
必
ず
し
も
廣
範
な
地
域

を
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
不
뒲
簋
で
は
、
異
族
の
侵
略
を
廣
伐
、
王
朝
側
の
征
伐

を
宕
伐
と
言
い
分
け
て
い
る
。
⑦
黄
盛
璋
は
、
廣
伐
は
異
族
の
侵
略
を
言
い
、
横

暴
を
貶
め
た
表
現
で
あ
る
と
す
る
。
今
は
こ
の
説
に
從
う
。

「
京
밍
」
に
つ
い
て
は
、
多
友
鼎
銘
文
に
言
う
京
밍
が
何
處
に
位
置
す
る
の
か
、



多
友
鼎

八
二

目
下
の
と
こ
ろ
以
下
の
四
種
類
の
意
見
が
あ
る
。

（
1
）
晉
姜
鼎
に
み
え
る
春
秋
期
の
晉
の
都
。
現
在
の
山
西
省
臨
汾
付
近
。「
隹
王

九
月
乙
亥
、
晉
姜
曰
余
隹
司
朕
先
姑
君
晉
邦
、
余
不
叚
妄
寧
、
巠

明
德
、
宣
긲

我
猷
、
用
멽
匹

辟
、
每
揚

光
剌
、
虔
不
彖
、
魯
覃
京
밍
、

我
萬
民
」【
隹

王
九
月
乙
亥
、
晉
姜
は
曰
う
。
余
は
隹
れ
朕
先
姑
を
司
（
嗣
）
ぎ
て
晉
邦
に
君
た

り
、
余
叚
て
妄
寧
せ
ず
、
明
德
を
巠

（
雍
）
し
、
我
猷
を
宣
べ
긲
し
み
、
用
て

辟
を
멽
（
紹
）
匹
（
弼
）
し
。
每
し
み
て

の
光
剌
に
揚
え
、虔
し
み
彖
（
弛
）

さ
ず
、
京
밍
（
師
）
を
魯
覃
し
、
我
萬
民
を

む
】
と
あ
る
も
の
。〔
①
田
醒
農
・

雒
忠
恕
、
⑦
黄
盛
璋
、
㉑
李
建
生
・
王
金
平
〕

（
2
）
京
師
は
一
般
的
に
は
天
子
の
所
在
す
る
都
を
指
す
名
称
。
西
周
の
都
と
し

て
の
鎬
京
、
あ
る
い
は
鎬
京
一
帯
（『
春
秋
公
羊
傳
』
桓
公
九
年
「
京
師
者
何
。

天
子
之
居
也
」）。〔
⑤
劉
雨
、
⑧
劉
桓
〕

ま
た
、
京
師
に
は
、
밍
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
「
在
り
」「
格
る
」
と
い
っ
た
語

が
も
ち
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
一
定
の
地
域
を
指
し
て
い
る
と
す

る
㉒
吉
本
道
雅
氏
の
説
も
あ
る
。

（
3
）
⑰
楊
博
（「
清
華
簡
《
繋
年
》
簡
文
「
京
師
」
解
」）
は
、
清
華
簡
「
繋
年
」

第
二
章
に
「
晉
人
焉
に
始
め
て
京
師
を
啟
く
」
と
見
え
る
「
京
師
」
を
、
晉
の
統

制
下
に
あ
っ
た
關
中
平
原
の
領
域
と
解
す
る
。
そ
の
領
域
は
涇
水
下
流
、
洛
水
下

流
の
間
の
豳
地
を
含
み
、
こ
れ
に
渭
水
北
岸
、
岐
周
以
東
の
鎬
京
、
豊
京
を
加
え

た
廣
い
範
囲
の
別
呼
称
で
あ
る
と
す
る
。

（
4
）『
詩
經
』
大
雅
、
公
劉
篇
に
見
え
る
「
京
師
の
野
」、
岐
周
に
移
る
以
前
の

周
の
根
拠
地
、
所
謂
豳
の
地
、
現
在
の
陝
西
省
旬
邑
縣
の
付
近
。〔
②
李
學
勤
、

⑥
劉
翔
、
⑭
曹
漢
剛
〕

⑰
楊
博
を
除
い
て
、
三
種
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
⑭
曹
漢
剛
、
並
び
に
馬
越
靖

史
氏
「
金
文
通
解　

四
十
二
年

鼎
」
に
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
關
連
す
る
金

文
資
料
あ
る
い
は
、『
詩
經
』
大
雅
、
公
劉
・
小
雅
、
六
月
篇
の
文
章
に
照
ら
し

て
の
詳
細
な
考
證
が
あ
る
の
で
參
照
さ
れ
た
い
。

筆
者
は
多
友
鼎
銘
文
中
の
京
밍
（
地
名
）
を
、
克
鐘
（
鎛
）（
集
成209

）
銘

文
中
に
見
え
る
京
밍
と
同
地
と
考
え
る
。
克
鐘
（
鎛
）
に
「
隹
十
又
六
年
九
月
初

吉
庚
寅
、
王
才
周
康
剌
宮
、
王
乎
士
曶
召
克
、
王
親
令
克

涇
東
至
于
京
밍
」【
隹

れ
十
又
六
年
九
月
初
吉
庚
寅
、
王
は
周
康
剌
宮
に
才
（
在
）
り
。
王
士
曶
を
乎
び

て
克
を
召
さ
し
む
、
王
親
ら
克
に
令
じ
涇
東
を

し
京
밍
（
師
）
に
至
ら
し
む
】

と
あ
る
。
銘
文
中
の
「
王
才
周
康
剌
宮
」
の
剌
宮
が
、
厲
王
の
御
廟
で
あ
る
こ
と

は
、
呉
虎
鼎
、
並
び
に

盤
に
見
え
る
「
剌
王
」
が
厲
王
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら

か
で
あ
り
、
克
鐘
（
鎛
）
が
宣
王
期
の
器
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
克
氏
諸
器

の
關
係
に
つ
い
て
は
、松
井
嘉
德
氏
の
「
呉
虎
鼎
銘
考
釈
」（『
史
窗
』
第
六
二
號
）

に
詳
説
が
あ
り
、
こ
れ
に
從
う
。

㉓
白
川
靜
に
よ
れ
ば
、
京
밍
の
地
は
、
克
が

省
を
命
じ
ら
れ
た
涇
水
東
岸
か

ら
遠
く
離
れ
て
は
お
ら
ず
、
豳
に
近
い
場
所
に
あ
る
と
い
う
。

『
詩
經
』
小
雅
・
六
月
に
よ
れ
ば
、

が
周
と
接
す
る
地
は
焦
護
に
あ
り
、「

は
茹は

か

り
匪が
た

く
、
焦
穫
（
現
在
の
三
原
・
淳
化
縣
付
近
の
叢
澤
）
に
整た
む

居ろ

し
て
。

鎬
と
方
を
侵
し
、
涇
陽
に
至
る
」
と
あ
る
。
焦
護
は
『
爾
雅
』
釋
地
に
「
周
に
焦

穫
有
り
」
と
云
い
、
郭
璞
は
「
今
の
扶
風
池
陽
縣
瓠
中
が
是
れ
で
あ
る
。
其
の
澤

藪
は
瓠
中
に
在
り
、
藪
の
外
も
猶
ほ
焦
穫
の
ご
と
く
し
て
。

に
接
す
る
所
以

な
り
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
小
雅
・
六
月
の
焦
穫
は
、
扶
風
池
陽
縣
瓠
中
の
北

に
拡
が
る
叢
澤
地
で
あ
る
。

の
本
據
地
が
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、



八
三

漢
字
學
硏
究　

第
六
號

涇
水
に
沿
っ
て
南
下
す
れ
ば
周
域
に
至
る
と
い
う
場
所
に
、
た
む
ろ
し
集
散
し
て

侵
入
す
る
。

に
代
表
さ
れ
る
北
方
か
ら
の
異
族
侵
入
に
備
え
て
は
、
豳
밍
が

置
か
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
東
に
迂
回
し
て
集
散
す
る
と
い
う
の
が
白
川
説
で

あ
る
。
⑥
劉
翔
の
説
も
ま
た
同
樣
で
あ
る
。

克
鐘
（
鎛
）
に
從
え
ば
、「
京
밍
」
が
宣
王
期
に
あ
っ
て
も
な
お
異
族
侵
入
に

備
え
る
據
点
と
し
て
の
位
置
を
た
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

尚
「
京
師
」
の
名
の
見
え
る
靑
銅
器
銘
文
と
し
て
最
も
古
い
も
の
に
、
昭
王
期

の
も
の
と
思
わ
れ
る
京
師
畯
尊
（
銘
圖11784

「
王
涉
漢
伐
楚
、王
又

工
（
功
）、

京
師
畯
克
斤
、
王

（
賚
）
貝
、
用
乍
日
庚
寶

彝
。

」）
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
人
名
で
あ
る
。
李
學
勤
「
由
新
見
靑
銅
器
看
西
周
早
期
的
鄂
、曾
、楚
」『
文
物
』

二
〇
一
〇
年
第
一
期
）

ま
た
「
豳
밍
」
は
西
周
中
期
の
以
下
の
銘
文
に
見
え
る
。

善
鼎
（
集
成2820

）「
今
余
唯

랭
先
王
令
、令
女
左
疋
뽅
侯
、監
뢘
師
戍
」【
今

余
唯
れ

こ
に
先
王
の
令
を
랭（
申
）ね
、女
に
令
じ
て
뽅
侯
を
左
疋（
胥
）

し
、
뢘
師
戍
を
監
せ
し
む
】

靜
簋
（
集
成4273

）「
빀
八
月
初
吉
庚
寅
、
王
以
呉
걥
、
呂
뛉
긼
꽢
먼
밍
、
邦

周
射
于
大
池
」【
빀
の
八
月
初
吉
庚
寅
、王
は
呉
걥
、呂
뛉
を
갢
（
以
）
い
、

꽢
（
뢘
）
먼
밍
、
邦
周
を
긼
せ
て
、
大
池
に
于
い
て
射
せ
し
む
】

볷
簋
（
集
成4266

）「
王
若
曰
、
볷
、
命
女
乍
꽢
밍
冢
𤔲
馬
」【
王
若
く
の
ご

と
く
曰
う
。
볷
よ
、
女
に
命
じ
て
꽢
（
뢘
）
밍
（
師
）
の
冢
𤔲
（
司
）
馬

と
乍
す
】

ま
た
、
裘

簋
に
「
田
を
豳
に
受
（
さ
ず
）
く
」
の
田
地
名
が
み
え
る
。

 

善
鼎　

 

靜
簋　

 

볷
簋

告
追
于
王
。
命
武
公
、「
遣
乃
元
士
、
羞
追
于
京
밍
（
師
）。）

「
王
」
は
厲
王
（
②
李
學
勤
、
㉙
李
峰
一
五
四
頁
に
よ
る
）。
追
い
払
う
べ
き
を

告
げ
る
者
の
名
が
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
京
밍
か
ら
の
一
報
と
思
わ
れ
る
。

「
武
公
」
の
名
は
、南
宮
柳
鼎
（
集
成2805

）、禹
鼎
（
集
成2833

）、

（
集

成4323

）
に
も
見
え
、
厲
王
の
重
臣
。
後
述
す
る
よ
う
に
当
時
の
「
丼
の
邦
君
」

で
あ
る
。

「
元
士
」
の
名
称
は
、『
禮
記
』
王
制
に
見
え
、「
天
子
三
公
之
田
視
公
侯
、
天
子

之
卿
視
伯
、
天
子
之
大
夫
視
子
男
、
天
子
之
元
士
視
附
庸
」【
天
子
の
三
公
の
田

は
公
侯
に
視な

ぞ
らえ
、
天
子
の
卿
は
伯
に
視
え
、
天
子
の
大
夫
は
子
男
に
視
え
、
天
子

の
元
士
は
附
庸
に
視
う
】
と
あ
り
、
孔
穎
達
疏
に
は
「
天
子
の
士
の
元
と
稱
す
る

所
以
は
、
諸
侯
の
士
と
異
な
れ
ば
な
り
」
と
あ
っ
て
、
天
子
と
諸
侯
の
士
を
明
確

に
区
別
す
る
。
孫
詒
讓
の
正
義
に
「
凡
て
諸
官
の
上
士
、王
制
で
は
元
士
と
謂
う
、

又
た
適
士
と
謂
い
、
中
下
士
は
又
た
官
師
と
謂
う
」
と
あ
っ
て
、
上
士
と
汎
称
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
②
李
學
勤
は
上
士
と
す
る
。『
孟
子
』
萬
章
下
に
「
天
子

之
卿
受
地
視
侯
、
大
夫
受
地
視
伯
、
元
士
受
地
視
子
男
」【
天
子
の
卿
の
地
を
受

く
る
こ
と
侯
に
視
え
、
大
夫
の
地
を
受
く
る
こ
と
伯
に
視
え
、
元
士
の
地
を
受
く

る
こ
と
子
男
に
視
う
】
と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
も
天
子
に
つ
か
え
る
も
の
と
し
て
い

る
。
孔
穎
達
疏
に
あ
る
よ
う
に
、
諸
侯
の
士
は
元
士
と
稱
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

と
す
れ
ば
武
公
の
家
臣
の
多
友
は
元
士
に
は
あ
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
今
は
元
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字
の
金
文
の
用
例
「
元
德
、
元
武
、
元
用
」
等
に
從
い
、
直
属
の
一
番
良
い
武
士

と
解
す
る
。

「
羞
追
」
は
、
進
み
追
う
こ
と
。「
京
밍
に
向
け
て
追
撃
を
か
け
よ
」
と
命
じ
て

い
る
。
不
뒲
簋
（
集
成4217

）
に
「
王 

我
に
令
じ
西
に
羞
追
せ
し
む
」（
集
成

4328

）。
五
年
師
롆
簋
に
「
汝
に
齊
に
羞
追
す
る
を
令
ず
」
と
あ
る
の
と
同
じ
。

ま
た
、
多
友
鼎
銘
の
後
文
に
は
「
追
搏
于
世
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
類
似
す
る
表

現
と
し
て
は
、
以
下
に
引
く
「
馭
追
、
追
御
」
の
語
が
あ
る
。

不
뒲
簋
（
集
成4328

）「
余
命
女
馭
追
于
냲
、
女
갢
我
車
宕
伐
겦
꼋
于
高
陶
」【
余

汝
に
냲
に
馭
追
す
る
を
命
ず
、
汝
我
車
を
以
い
て

を
高
陶
に
宕
伐
せ
よ
】 

뗻
簋
（
集
成4322

）「
뗻
率
有
司
師
氏
、
奔
追
긿
戎
于
똱
林
」【
뗻
有
司
師
氏
を

率
え
、
奔
り
て
戎
を
똱
林
に
追
御
す
】

簋
（
集
成4323

）「
王
令

追
깃
（
御
）
于
上
洛
뢾
谷
」【
王

に
令
じ
上
洛

뢾
谷
に
追
御
せ
し
む
】

地図Ⅰ
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武
公
命
多
友
뎦
公
車
羞
追
于
京
밍
（
師
）。

「
公
車
」
は
武
公
の
戰
車
。
禹
鼎
（
集
成2833

）
に
は
公
戎
車
と
あ
っ
て
、〔「
벣

（
肆
）
武
公
廼
遣
禹
率
公
戎
車
百
乘
、
斯
（
廝
）
뽨
（
馭
）
二
百
、
徒
千
」【
肆
に

武
公
廼
ち
禹
を
遣
し
公
の
戎
車
百
乘
、
廝
뽨
二
百
、
徒
千
を
率
い
し
む
】
と
あ
り
、

車
百
乘
、
並
び
に
千
二
百
人
の
兵
士
が
與
え
ら
れ
、
こ
れ
を
從
え
て
い
る
。
後
文

に
「
武
公
の
徒
뽨
を
以
い
て
噩
に
至
る
」
と
あ
り
、
武
公
の
私
兵
で
あ
る
。
多
友

も
ま
た
武
公
の
私
兵
を
率
い
た
と
い
え
る
。
뎦
の
字
は
禹
鼎
も
同
字
。
經
典
に
み

え
る
公
車
は
、『
詩
經
』
魯
頌

宮
に
「
公
車
千
乘
」
と
あ
る
。『
周
禮
』
春
官
宗
伯
、

巾
車
に
「
公
車
の
政
令
を
掌
る
」
と
あ
っ
て
、
鄭
玄
注
に
「
公
、
猶
ほ
官
の
ご
と

き
也
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
官
の
兵
車
」
と
す
る
。

癸
未
、
戎
伐
믕
（
栒
）、
衣
孚
、

「
戎
」
は

。「
믕
」
が
攻
撃
さ
れ
、
兵
士
住
民
が
俘
虜
と
な
っ
た
こ
と
を
い

う
。「

믕
」
は
『
漢
書
』
地
理
志
上
、
右
扶
風
に
「
栒
邑
、
豳
鄉
に
有
り
、『
詩
經
』

豳
國
、
公
劉
都
す
る
所
」
と
い
う
。
現
在
の
栒
邑
縣
付
近
。

「
衣
」
は
唐
蘭
の
「
卒
」（
完
畢
、
こ
と
ご
と
く
お
え
る
）
と
釋
す
る
説
を
と
る

も
の
が
多
い
（「
伯
뗻
三
器
銘
文
的
譯
文
和
考
釋
」、『
唐
蘭
先
生
金
文
論
集
』、
紫

禁
城
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
六
〇
五
頁
）。

卜
辭
に
は
、

・
癸
未
王
卜
貞
酉
彡
曰
自
上
甲
至
于
多
毓
衣
、
亡

自

、
在
四
月
惟
王
二
祀

【
癸
未
に
王
卜
し
て
貞
う
。
彡
日
に
酉
す
る
に
上
甲
自
り
多
毓
に
至
る
ま
て
衣

す
、

亡
き
か

自
り
す
る
か
、
四
月
惟
王
二
祀
に
在
り
】（
合
集37836

）

・
癸
卯
王
卜
貞
봔
翌
日
自
上
甲
至
多
毓
衣
、
亡

自

、
在
九
月
惟
王
五

【
癸
卯
に
王
卜
し
て
貞
う
。
翌
日
に
봔
す
る
に
上
甲
自
り
多
毓
に
至
る
ま
で
衣

す
、

亡
き
か

自
り
す
る
か
、
九
月
惟
王
五

に
在
り
】（
合
集37844

）

と
あ
っ
て
、
み
な
合
わ
せ
て
祀
る
こ
と
を
い
う
。

靑
銅
器
銘
文
で
は
、庚

鼎
（
集
成2748

）
に
「
隹
廿
又
二
年
四
月
既

（
望
）

己
酉
、
王
琱
宮
に
댆
す
、
衣
な
事ま
つ

る
」
と
あ
っ
て
、
饗
宴
し
、
あ
わ
せ
て
皆
な
祀

る
こ
と
を
い
う
。

뗻
簋
（
集
成4322

）
に
は
、
淮
戎
討
伐
の
戰
果
を
擧
げ
た
の
ち
、「
衣
博
、
無

릣
于
뗻
身
」【
衣
な
博
（
搏
）
ち
て
、
뗻
の
身
に
릣
無
し
】
と
あ
り
、
ま
た
、

簋
（
集
成4323

）
に
「
奪
孚
人
四
百
、
于
롸
白
之
所
、
于
롿
衣

、
復
付

君
」

【
孚
（
俘
）
人
四
百
を
奪
（
還
）
す
。
롸
白
の
所
に
て

（
圖
）
し
、
롿
に
お
い

て
衣
な

（
記
）
し
て
、
復
た

（
厥
）
の
君
に
付
す
】
と
あ
る
。「
衣
」
は
經

典
で
は
「
殷
」
と
読
み
、『
禮
記
』
曾
子
問
に
「
服
を
除
き
、
後
に
殷
祭
す
」
と

あ
る
よ
う
に
「
お
お
い
に
、
さ
か
ん
に
」
の
意
味
を
持
つ
。

多
友
西
追
。
甲
申
之
脣
（
晨
）、
꽪
（
搏
）
于
꺱
（
漆
）、

「
多
友
西
追
」
は
「
京
밍
に
羞
追
す
」
を
指
す
と
讀
み
取
れ
る
が
、
先
に
述
べ

た
不
뒲
簋
の
「
겦
꼋
西
俞
を
廣
伐
す
、
王 

我
に
西
に
羞
追
す
る
を
令
す
」
と
類

似
す
る
表
現
で
あ
る
。
銘
文
に
は
續
け
て
、「
余 

汝
に
냲
に
馭
追
す
る
を
命
ず
、

汝 

我
車
を
以
い
て

を
高
陶
に
宕
伐
せ
よ
」
と
あ
っ
て
、
냲
に
追
撃
し
、
高
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陶
で
宕
伐
し
た
と
い
う
具
體
的
な
地
名
が
續
く
。
こ
れ
ら
の
地
名
を
現
在
地
に
比

定
す
る
こ
と
は
確
證
に
乏
し
い
が
、
方
角
と
し
て
の
西
が
、
ど
こ
を
起
点
と
し
て

の
西
で
あ
る
の
か
を
考
え
る
と
、『
詩
經
』
大
雅
・
緜
に
は
「
古
公
亶
父
、
朝
に

來
り
て
馬
を
走
ら
せ
。
西
水
の
滸
（
も
と
）
に
率
い
、岐
下
に
至
る
」
と
あ
っ
て
、

古
公
亶
父
が
岐
周
に
遷
都
す
る
に
際
し
て
、
西
水
か
ら
岐
下
に
至
っ
た
こ
と
を
歌

う
。
白
川
靜
は
、
豳
地
の
西
側
の
川
沿
い
に
岐
に
下
っ
た
と
し
、
こ
の
西
水
を
涇

水
、
対
す
る
東
の
川
を
洛
水
（
漆
水
）
と
し
て
、
關
中
平
原
の
北
に
廣
が
る
高
原

地
帯
の
東
西
を
指
す
と
い
う
（『
金
文
通
釋
』
第
三
二
輯
、
一
九
三
、八
二
二
頁
）。

ま
た
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
⑰
楊
博
は
、
清
華
簡
「
繋
年
」
第
二
章
に
「
晉
人

焉
に
始
め
て
京
師
を
啟
く
」
と
見
え
る
「
京
師
」
を
、
晉
の
統
制
下
に
あ
っ
た
關

中
平
原
の
領
域
と
解
す
る
。
こ
の
設
定
を
西
周
期
に
ま
で
遡
ら
せ
敷
衍
し
て
、
涇

水
下
流
、
洛
水
下
流
の
間
の
今
の
富
平
、
櫟
陽
一
帯
の
渭
水
の
流
れ
に
臨
む
地
域

を
公
劉
以
来
の
豳
地
と
し
、
渭
水
北
岸
か
ら
、
岐
周
以
東
の
鎬
京
、
豊
京
を
加
え

た
廣
い
範
囲
の
別
呼
称
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
從
い
「
多
友
西
追
」
の
西
と
は
、

宗
周
地
域
に
属
す
る
豳
地
の
西
と
し
て
い
る
。

「
甲
申
之
脣
」
に
つ
い
て
は
、
脣
は
晨
の
字
。
大
盂
鼎
に
「
女 

妹
辰
に
大
服
す

る
又
（
有
）
り
」
と
あ
っ
て
、
妹
は
昧
（
呉
大
澂
『

斎
集
古
録
』
盂
鼎
釋
文
）。

『
尚
書
』•

牧
誓
に
「
時
に
甲
子
昧
爽
、
王 

朝
に
商
郊
牧
野
に
至
る
」
と
あ
っ
て
、

拂
曉
、
黎
明
を
い
う
。

銘
文
の
記
述
に
從
え
ば
、
鎬
京
か
ら
軍
を
発
し
、
推
定
一
四
〇
㎞
軍
を
進
め
た

（
地
図
Ⅰ
參
照
）
と
こ
ろ
、甲
申
の
日
の
早
朝
に
、前
日
（
癸
未
の
日
）
に
믕
を
襲
っ

た
戎
と
꺱
で
邂
逅
し
、戰
い
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
打
ち
破
っ
た
の
ち
、「

」、「
世
」

へ
と
追
撃
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
後
、「
楊
冢
」
ま
で
봿
追
し
て
、
京
밍

を
襲
っ
た
部
隊
に
追
い
つ
き
、
ま
た
打
ち
破
っ
て
京
밍
で
俘
虜
と
な
っ
た
者
を
開

放
し
、
京
밍
に
戻
し
て
い
る
。

「
꽪
于
꺱
」
の
꽪
字
は
、
季
子
白
盤
（
集
成10173

）「
겦
𡻏
を
꽪
（
搏
）
伐
す
」、

子
犯
鐘
（
新
収1009

）「
子
봪
（
犯
）
及
び
晉
公
西
の
六
밍
を
뎦
（
率
）
い
、
楚

（
荊
）
を
博
伐
す
」、
禹
鼎
（
集
成2833

）「
噩
侯
뽨
方
を
괍
（
撲
）
伐
し
、

壽
幼
も
遺
す
こ
と
勿
か
れ
。
噩
を
귕（
敦
）伐
せ
よ
」。
兮
甲
盤（
集
成10174

）「
則

ち
井
（
刑
）
と
し
て
결
（
撲
）
伐
に
即
か
し
む
」、

盤
（
新
収0757

）「
楚
荊

を
쏥
（
翦
）
伐
す
」、
應
侯
見
工
鼎
（
新
収1456

）「
王
덗
（
應
）
侯
見
工
に
令

し
て
曰
う
。

す
る
を
政
（
征
）
伐
せ
よ
。
我
に
□
南
尸
（
夷
）
の

す
る
を
똭

伐
す
る
を
令
ず
」、
鐘
（
集
成260

）「
王
귕
（
敦
）
伐
し
て
其
れ
至
り
、
（
厥
）

都
を
똭
（
撲
）
伐
す
」
と
見
え
、
꽪
（
搏
）
伐
、
博
（
搏
）
伐
、
괍
（
撲
）
伐
、

결
（
撲
）
伐
、
쏥
（
翦
）
伐
、
똭
伐
等
の
多
様
な
表
記
が
み
ら
れ
る
。

「

」
字
は
꺱
と
隷
定
し
た
が
、
②
李
學
勤
は
こ
れ
を
껕
字
と
し
、
漆
水
が
涇

水
に
流
れ
込
む
現
在
の
彬
縣
に
比
定
す
る
。東
北
約30

㎞
に
栒
邑
縣
が
あ
る
。『
漢

書
』
地
理
志
上
、
右
扶
風
（
先
の
文
章
の
前
）
に
「
漆
、
漆
水
在
縣
西
。
有
鐵
官
。

莽
曰
漆
治
。」
と
あ
る
。
今
、
こ
の
説
に
從
う
。

多
友
右
（
有
）
折
首
륫

（
訊
）、
凡
갢
（
以
）
公
車
折
首
二
百
又
□
又

五
人
、
륫
（
執
）

（
訊
）
廿
又
三
人
、
孚
（
俘
）
戎
車
百
乘
一
十
又
七

乘
、
衣
귄
（
復
）
믕
（
栒
）
人
孚
（
俘
）。

「
折
首
륫

」
の
折
首
は
斷
首
、
륫

は
俘
虜
、
捕
囚
。
師
㝨

（
集
成4313

）

に
「
折
首
執
訊
、
無

徒
馭
、

孚
士
女
、
羊
牛
、
孚
吉
金
」【
折
首
執
訊
、
無
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徒
馭
。

と
せ
る
士
女
、
羊
、
牛
を
毆
ち
。
吉
金
を

る
】
と
あ
る
。
馬
越
靖

史
氏
の
金
文
通
解
「
四
十
二
年
뎾
鼎
」（『
漢
字
學
研
究
』
第
三
號
、二
〇
一
五
年
、

九
二
頁
）
に
詳
解
が
あ
る
。

「
戎
車
百
乘
一
十
又
七
乘
」
は
、
戎
車
百
又
一
十
又
七
乘
と
言
う
べ
き
も
の
で

あ
る
が
、
他
に
見
え
な
い
數
え
方
表
記
で
あ
る
。

「
衣
귄
」
の
귄
は
、『
説
文
解
字
』
𠣾
字
の
下
条
に
「
𠣸
或
省
彳
」
と
あ
る
。
段

玉
裁
注
に
は
「
小
徐
本
有
궾
無
𠣾
」
と
い
う
。
귄
は
復
の
異
體
字
で
あ
る
。
皆
な

取
り
戻
し
回
復
す
る
こ
と
。

或
꽪
（
搏
）
于

（
共
）、
折
首
卅
又
六
人
、
륫
（
執
）

（
訊
）
二
人
、

孚
（
俘
）
車
十
乘
。
從
至
、
追
꽪
（
搏
）
于
世
、
多
友
或
右
（
有
）
折
首

륫
（
執
）

（
訊
）。
乃
봿
（
逞
）
追
至
于
楊
冢
。

「

」
は
、『
詩
經
』
大
雅
・
皇
矣
に
「
密
人
不
恭
、
敢
て
大
邦
を
距こ
ば

み
、
阮
を

侵
し
共
に
徂
く
」
と
あ
り
、『
詩
集
傳
』
に
は
「
阮
、
國
名
。
今
涇
州
に
在
り
。

徂
は
往
な
り
。
共
は
阮
國
の
地
名
。
今
の
涇
州
の
共
池
が
是
れ
で
あ
る
」と
い
う
。

現
在
の
甘
肅
省
涇
川
縣
平
涼
市
共
池
村
付
近
と
す
れ
ば
、
彬
縣
か
ら
一
〇
〇
㎞
あ

ま
り
（
地
図
Ⅰ
參
照
）
離
れ
て
お
り
、
一
戰
の
追
撃
距
離
と
し
て
は
長
い
嫌
い
が

あ
る
。

「
從
至
」
を
、
②
李
學
勤
は
「
孚
車
十
乘
」
に
つ
け
て
、
捕
獲
し
た
戰
車
を
「
從

え
て
帰
る
」
意
味
に
と
る
が
、「
引
き
續
き
軍
を
進
め
て
、
世
に
追
搏
し
た
」
と

す
る
ほ
う
が
、
後
文
の
「
봿
追
し
て
楊
冢
に
至
る
」
と
の
繋
が
り
が
よ
い
。

、

世
で
の
戰
い
は
、戰
果
か
ら
み
て
も
꺱
で
の
戰
い
と
一
續
き
の
追
擊
戰
で
あ
ろ
う
。

「
右
」
は
有
と
讀
む
。

「
봿
追
」
に
つ
い
て
は
、
⑪
張
崇
禮
は
「

」
字
と
釋
す
る
。「
봿
追
」
に
つ
い

て
諸
家
の
説
を
次
の
よ
う
に
擧
げ
る
。

  

①
田
醒
農
・
雒
忠
如
、「
逞
的
古
寫
」。
②
李
學
勤
「
釋
爲
軼
、
訓
爲
突
」。
⑤

劉
雨「
봿
追
。
봿
乃
逞
之
繁
寫
、即
逞
追
。『
説
文
解
字
』楚
謂
疾
行
爲
逞
」。『
廣

韻
』「
逞
、疾
也
。
봿
追
、急
追
」。
李
仲
操
（「
也
釋
多
友
鼎
銘
文
」『
人
文
雜
誌
』

1982

年
第
6
期
）、「
䟈
音
秩
、『
説
文
解
字
』
走
也
。
走
，
疾
趨
也
」、
䟈
追
、

急
追
的
意
思
」。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
張
崇
禮
は
、
多
友
鼎
の
봿
は
逞
と
讀
み
、
疾
と
讀
む
べ

き
で
あ
り
、「
逞
追
」
は

簋
（
集
成4322

）
の
奔
追
と
ほ
ぼ
同
じ
。
疾
速
に
車

行
す
る
こ
と
を
い
う
と
す
る
。
今
こ
の
説
に
從
う
。

公
車
折
首
百
又
十
又
五
人
、
륫
（
執
）

（
訊
）
三
人
、
唯
孚
（
俘
）
車

不
克
갢
（
以
）、衣
焚
、唯
馬

。
귄
（
復
）
奪
京
밍
（
師
）
之
孚
（
俘
）。

「
唯
孚
車
不
克
갢
、衣
焚
」
に
つ
い
て
は
、前
文
に
「
孚
戎
車
百
乘
一
十
又
七
乘
」

「
孚
車
十
乘
」
と
あ
っ
て
、先
に
は
捕
獲
し
て
い
た
も
の
を
、こ
こ
で
は
「
不
克
갢
」

を
理
由
と
し
て
、
皆
な
焚
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
②
李
學
勤
は
、「
갢
」
は
「
来
」

に
意
味
が
近
い
と
し
、「
帯
同
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
も
の
を
焚
し
た
と
す
る
。

漢
字
研
究
会
席
上
で
は
、
帰
路
の
遠
さ
を
考
え
、
す
べ
て
焚
し
た
と
い
う
意
見
も

あ
っ
た
。
理
に
か
な
っ
た
も
の
と
い
え
る
。「
孚
と
せ
る
車
の
克
く
갢
い
ざ
る
」

を
直
譯
す
れ
ば
、こ
こ
で
捕
獲
し
た
戰
車
は
（
仕
樣
が
異
な
り
、）
扱
い
難
い
の
で
、

み
な
焚
し
た
と
い
う
文
意
と
も
い
え
る
。



多
友
鼎

八
八

「

」
の
、

は
『
説
文
解
字
』
卷
三
、
殳
部
に
「
捶
𣪠
物
也
」
と
あ
り
、

段
玉
裁
は
「
捶
は
杖
を
以
い
て
擊
つ
こ
と
」
と
す
る
。
ま
た

は
、『
説
文
解
字
』

卷
五
、
血
部
に
「
傷
つ
き
痛
め
る
こ
と
」
と
あ
る
。
作
冊

（
集
成5427

）

に
も
「
不

子
、子
녬
先

死
、亡
子
、子
引
有
孫
」【
不

（
祿
）
な
る

子
、

子
녬
き
先
に

み
死
し
て
、
子
亡
く
、
子
引
き
て
孫
有
り
】
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、

「
杖
擊
し
て
傷
つ
け
痛
め
た
」
と
釋
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
銘
文
選
は
「
殺

し
た
」
と
し
て
い
る
。
漢
字
學
研
究
会
席
上
で
は
、
糧
食
と
し
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

⑩
李
義
海
は
、

を
下
の
句
に
つ
け
、「

귄
奪
京
밍
之
孚
」
と
す
る
。

が
、

先
の
句
の
「
衣
귄
믕
人
孚
」
の
衣
と
対
を
な
す
表
現
で
あ
る
と
し
、

を
盡
字
と

し
て
「
こ
と
ご
と
く
」
と
訓
む
。
た
だ
、
こ
の
説
に
つ
い
て
は
、
衣
と
盡
と
の
字

義
上
の
使
い
分
け
が
判
然
と
せ
ず
、

と
盡
の
字
音
も
通
仮
し
な
い
。

⑬
劉
昭
瑞
は
、
任
鼎
（
新
収1554

）
の
「
吏
（
使
）
獻
爲
于
王
。
鼎

買
」

の
例
を
あ
げ
、「

買
」
を
「
皆
な
納
め
る
」
と
訓
み
、
ま
た
師
른
鼎
（
集
成

2830

）
に
「
女
克

乃
身
」（「
女
克
く
乃
の
身
を

し
て
」）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

を
「
盡
く
す
」
と
訓
ん
で
い
る
。
た
だ
、
師
른
鼎
の
銘
文
選
（202
）
の
釋
文

の
よ
う
に
「
痛
み
傷
つ
け
て
も
」
と
も
讀
め
る
。

上
博
簡
（
二
）『
䊷
衣
』
第
十
二
簡
に

字
の
下
部
の
皿
を
省
略
し
た
も
の
が

あ
り
、「
毋
以
小
謀
敗
大
作
，
毋
以
嬖
御

汝
后
，
毋
以
嬖
御
士

大
夫
、
卿
士
」

と
あ
る
。『
禮
記
』
緇
衣
の
対
応
す
る
箇
所
を
見
る
と
、「
毋
以
小
謀
敗
大
作
，
毋

以
嬖
御
人
疾
莊
后
，
毋
以
嬖
御
士
疾
莊
士
、
大
夫
、
卿
士
」
と
あ
っ
て
、「
疾
」

に
作
っ
て
い
る
。

「
귄
奪
京
밍
之
孚
」
は
、
⑮
李
峰
の
言
う
よ
う
に
多
友
鼎
銘
を
考
え
る
う
え
で

重
要
で
あ
る
。

銘
文
中
の
多
友
の
戰
果
を
擧
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

「
꺱
」　

首
級
二
百
數
十
五
人
、
俘
虜
二
十
三
人
、
捕
獲
し
た
戰
車
百
十
七
乘
。
筍

人
の
孚
を
衣
な
궾
す
。

「

」　

首
級
三
十
六
人
、
俘
虜
二
人
、
捕
獲
し
た
戰
車
は
十
乘
。

「
世
」　

首
級
、
俘
虜
あ
り
。

「
楊
冢
」　

首
級
百
十
五
人
、
俘
虜
三
人
、
戰
車
は
衣
な
焚
す
、
京
밍
で
奪
わ
れ
た

孚
を
궾
す
。

「
꺱
」「

」「
世
」
を
一
戰
と
し
、「
楊
冢
」
で
の
戰
い
を
「
봿
追
」
し
た
後
の

一
戰
と
す
れ
ば
、
京
밍
を
襲
っ
た
部
隊
が
先
に
俘
虜
を
連
れ
去
っ
て
移
動
し
て
い

た
と
釋
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
前
日
に
믕
を
襲
っ
た
戎
の
一
隊
が
、
多
友
と
꺱

で
邂
逅
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
距
離30

㎞
を
目
安
と
し
、
か
り
に
別
動
隊
が
꺱

付
近
か
ら
五
日
移
動
し
た
と
し
て
、
一
五
〇
㎞
あ
ま
り
離
れ
た
と
こ
ろ
に
楊
冢
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
一
五
〇
㎞
は
鎬
京
か
ら
꺱
へ
の
距
離
に
略
々

合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
京
밍
襲
擊
の
報
を
受
け
て
急
追
す
る
多
友
の
軍
隊
の
速

さ
を
考
え
れ
ば
、
꺱
付
近
か
ら
の
戰
線
の
長
さ
と
日
数
を
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
部
隊
は
別
部
族
と
も
考
え
ら
れ
、『
詩
經
』
六
月
の
「
た
む

ろ
し
集
散
し
て
侵
入
す
る
」
と
い
う

の
侵
入
の
形
態
を
示
す
も
の
と
も
謂
え

る
。

多
友
廼
獻
孚
（
俘
）
졓
（
馘
）

（
訊
）
于
公
、
武
公
廼
獻
于
王
、
廼
曰

武
公
曰
、「
女
（
汝
）
既
靜
京
밍
（
師
）、
붨
（
釐
）
女
（
汝
）、
易
（
賜
）



八
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漢
字
學
硏
究　

第
六
號

女
（
汝
）
土
田
。」

「
廼
」
は
『
爾
雅
』
釋
詁
（「
郡
、
臻
、
仍
、
迺
、
侯
、
乃
也
」）
に
從
っ
て
、

乃
（
こ
こ
に
）
と
讀
み
、
そ
こ
で
と
訓
む
。

「
졓
」
は
首
級
、
金
文
に
衆
見
す
る
。
柞
伯
鼎
に
「
柞
白
執
訊
二
夫
，
隻
馘
（
か

く
）
十
人
」
と
あ
る

と
同
字
。
ま
た
、

（
集
成4323

）
に
は
、
先
に
「
꿮

首
百
、
執
訊
卌
」
と
言
い
、
の
ち
「
禽
れ
る
馘
百
、
訊
卌
を
告
す
」
と
言
い
、
首

と
馘
の
数
は
一
致
す
る
。『
説
文
解
字
』
耳
部
、聝
字
に
「
軍
戰
の
斷
耳
な
り
。『
春

秋
傳
』
に
曰
う
。
以
て
俘
聝
を
爲
す
。
耳
に
从
う
或
聲
。
馘
、
聝
或
は
𩠐
に
从
う
」

と
あ
る
。

「
붨
」
は
釐
。『
説
文
解
字
』
に
「
家
福
也
」、『
説
文
解
字
注
』
に
は
「
家
福
者
、

家
居
獲
祐
也
」
と
い
い
、
吉
慶
を
言
う
「
休
」
と
同
様
の
意
味
が
一
般
的
で
あ
る

が
、『
詩
經
』
大
雅
、江
漢
に
「
釐
爾
圭
瓚
」
と
あ
り
、毛
傳
に
「
釐
は
賜
う
こ
と
」

と
あ
る
。
下
文
の
「
易
」
と
重
な
る
が
、
こ
こ
で
は
賜
う
と
釋
す
る
の
が
妥
当
で

あ
る
。

丁
酉
、
武
公
才
（
在
）
獻
宮
、
廼
命
向
父
刟
（
召
）
多
友
、
廼
𨒞
于
獻
宮
、

公

（
親
）
曰
多
友
曰
、「
余
肇
事
（
使
）
女
（
汝
）、
休
不
냠
（
逆
）、

又
（
有
）
成
事
、多
禽
（
擒
）。
女
（
汝
）
靜
京
밍
（
師
）、易
（
賜
）
女
（
汝
）

圭
뽶
（
瓚
）
一
・
湯
鐘
一
뤷
（
肆
）・

鋚
百

（
鈞
）。」
多
友
敢
對
揚

公
休
、
用
乍
（
作
）
깻
鼎
、
用

（
朋
）
用
뙿
（
友
）、
其
子
子
孫
永
寶
用
。

「
獻
宮
」
は
武
公
の
宮
廟
（
佐
藤
信
弥
氏
の
意
見
に
よ
れ
ば
、獻
上
を
受
け
る
場
）

と
思
わ
れ
る
。
諸
侯
の
宮
廟
の
例
と
し
て
は
、
令
鼎
（
集
成2803

）
に
「
王
歸

自

田
、
王
뽨

仲
덦
、
令

奮
先
馬
走
、
王
曰
。
令

奮
乃
克
至
、
余
其
舍
女

臣
卅
家
。
王
至
于

宮
뛮
」【
王 

田
自
り
歸
る
。
王
の
뽨（
馭
）の

仲
덦（
僕
）

と
な
り
、
令
と
奮
と
先
馬
走
す
。
王
曰
う
。
令
と
奮
と
乃
ち
克
く
至
ら
ば
、
余
其

れ
女
に
臣
卅
家
を
舍
え
ん
。
王 

宮
に
至
り
て
뛮
す
」。】
と
、

宮
が
見
え
、

こ
れ
は
王
の
家
臣

仲
の
宮
廟
で
、
令
は
そ
こ
で
王
休
を
賜
っ
て
い
る
。

「
向
父
」は
禹
鼎
に
見
え
る
禹
と
同
一
人
物
。
叔
向
父
禹
簋（
集
成4242

）に「
弔

向
父
禹
曰
。
余
小
子
司
밿
皇
考
、

帥
井
先
文
且
、
共
明
德
、
秉
威
義
、
用
랭
년

奠
保
我
邦
我
家
。
乍
皇
且
幽
大
弔
깻
렉
」【
弔（
叔
）向
父
禹
曰
う
。
余
小
子
밿（
朕
）

が
皇
考
を
司
ぎ
、
（
肇
）
に
先
文
且
（
祖
）
に
帥
井
（
型
）
し
、明
德
を
共
（
恭
）

し
、
威
義
（
儀
）
を
秉
り
、
用
て
我
邦
我
家
を
랭
（
申
）
년
（
固
）
奠
保
す
。
밿

（
朕
）
が
皇
且
（
祖
）
幽
大
弔
（
叔
）
の
깻
렉
を
乍
（
作
）
る
】
と
あ
り
、
禹
鼎

の
「
賸
（
朕
）
聖
且
考
幽
大
弔
」
と
祖
名
が
一
致
す
る
。

禹
鼎
（
集
成2833

）
に
よ
れ
ば
、
禹
は
祖
父
の
「
幽
大
弔
」
父
の
「
懿
弔
」

の
職
掌
を
継
ぎ
、
当
時
の
丼
（
現
在
の
陝
西
省
寶
鶏
付
近
）
の
邦
君
で
あ
る
武
公

か
ら
「
丼
邦
に
政
す
る
」
地
位
に
つ
く
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
禹
鼎
に
は
、

別
に
「
皇
且
穆
公
」（「
不
顯
볦
볦
皇
且
穆
公
」）
の
名
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、

徐
仲
舒
（「
禹
鼎
的
年
代
及
其
相
關
關
係
」、『
考
古
學
報
』
一
九
五
九
年
第
三
期
）

は
、
こ
の
穆
公
が
、
穆
王
、
共
王
の
世
の
丼
伯
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

た
だ
武
公
が
そ
の
跡
を
継
ぐ
丼
伯
で
あ
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

「
𨒞
」
と
隷
定
し
た
字
は
、
③
李
學
勤
は
「
延
」
と
す
る
。
⑦
黄
盛
璋
は
「
歩
」

と
釋
す
る
。
召
さ
れ
て
主
上
の
宮
廟
に
あ
が
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
進
み
上
が
る
」

意
に
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。



多
友
鼎

九
〇

「
圭
뽶
」
は
傳
世
文
獻
の
「
圭
瓚
」。
銘
文
中
の
賜
物
と
し
て
の
뽶
の
例
は
、
商

代
晩
期
か
ら
西
周
晩
期
ま
で
引
き
續
き
見
え
る
。
そ
の
形
態
に
つ
い
て
は
す
で
に

李
小
燕
・
井
中
偉「
玉
柄
形
器
瓚
説
」（『
考
古
與
文
物
』二
〇
一
二
年
第
三
期
。『
漢

字
學
研
究
』
第
三
號
掲
載
の
馬
越
靖
史
氏
に
よ
る
提
要
を
參
照
）
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
銘
文
、
典
籍
に
見
え
る
用
例
を
擧
げ
る
。

子
黄
尊
（
集
成6000　

商
代
晩
期
）「
王
商
子
黄
뽶
一
・
貝
百
朋
」【
王 

子
黄

に
뽶
（
瓚
）
一
・
貝
百
朋
を
商
（
賞
）
す
】

榮
簋（
集
成4121　

西
周
早
期
）「
王
休
易（
賜
）
臣
父
롸
뽶（
瓚
）王
쐦（

）・

貝
百
朋
」【
王
休
し
て

（
厥
）
の
臣
父
榮
に
뽶
（
瓚
）、
王
の

せ
し
、
貝
百
朋

を
易
（
賜
）
う
】

宜
侯

簋
（
集
成4320　

康
王
期
）「
易
봐
鬯
一

、
商
뽶
一
・
□
・
몘
弓
一
・

몘
矢
百
・
旅
弓
十
・
旅
矢
千
」【
봐
鬯
一

を
易
（
賜
）
ひ
、
뽶
（
瓚
）
一
・
□
・

몘
弓
一
・
몘
矢
百
・
旅
弓
十
・
旅
矢
千
を
商
（
賞
）
す
】

卯
簋
蓋
（
集
成4327　

西
周
中
期
）「
易
女
뽶
章
四
・
瑴
・
宗
彝
一
얩
・
寶
」【
女

（
汝
）
に
뽶
（
瓚
）
亖
（
四
）・
章
（
璋
）
瑴
・
宗
彝
一
肆
を
易
（
賜
）
う
】

毛
公
鼎
（
集
成2841　

宣
王
期
）「
易
女
秬
鬯
一

・
쐦
圭
・
뽶
寶
・
朱
巿
・

悤
黄
・
玉
環
・
玉
딵
…
…
」【
女
（
汝
）
に
秬
鬯
一

・
쐦
（

）
圭
・
뽶
（
瓚
）

寶
・
朱
巿
（
芾
）・
悤
黄
・
玉
環
・
玉
딵
…
…
を
易
（
賜
）
う
】

簋
（
集
成4323　

西
周
晚
期
）「
事
尹
氏
受
、
붯

圭
뽶
・
貝
五
十
朋
」【
尹

氏
を
し
て
受
（
授
）
け
し
め
、
に
圭
뽶
（
瓚
）・
貝
五
十
朋
を
붯
（
釐
）
わ
し
む
】

師
訇
簋
（
集
成4342　

西
周
晚
期
）「
易
女
𩰤
鬯
一

・
圭
뽶
・
尸
允
三
百
人
」

【
女
（
汝
）
に
𩰤
鬯
一

、
圭
뽶
（
瓚
）・
尸
（
夷
）
允
三
百
人
を
易
（
賜
）
う
】

使
用
目
的
に
つ
い
て
は
、『
國
語
』
魯
語
上
の
「
文
仲 

鬯
圭
と
玉
馨
を
以
ち
、

齊
に
如
き
糴て
き

を
告
げ
て
曰
う
。
天
災
流
行
し
、
弊
邑
に
戾
る
、
饑
饉
薦
降
し
、
民

は
羸
れ
て
幾
ん
ど
卒
す
、
大
に
懼
る
。
周
公
、
太
公
の
命
祀
を
乏
し
く
し
、
職
貢

業
事
を
共
せ
ず
し
て
獲
戾
す
る
こ
と
を
」
と
あ
り
、「
鬯
圭
」
の
韋
昭
注
に
は
、「
以

て
廟
に
祀
り
す
」
と
あ
る
、
周
語
上
の
「
犧
牲
玉
鬯
を
奉
じ
、
往
き
て
焉
に
獻
ず
」

の
注
に
は
「
地
に
灌
し
神
を
降
す
所
以
の
器
な
り
」
と
あ
っ
て
、
圭
瓚
が

祭
に

用
い
ら
れ
、
廟
中
を
清
め
て
、
神
を
降
ろ
す
た
め
に
用
い
る
勺
で
あ
る
こ
と
が
判

る
。「

湯
鐘
」
は
、『
説
文
解
字
』

の
字
に
「
金
之
美
者
。
與
玉
同
色
。
从
玉
湯
聲
」

と
あ
り
、
ま
た
『
周
禮
』
考
工
記
に
「
金
有
六
齊
。
六
分
其
金
而
錫
居
一
、
謂
之

鐘
鼎
之
齊
」
と
あ
り
、

は
錫
の
配
劑
に
よ
っ
て
美
し
さ
を
增
し
た
も
の
。
當
該

銘
文
の
湯
は

、錫
と
同
字
と
思
わ
れ
る
。
楚
公
랛
鐘
（
集
成42

）
に
は
「
뺡
鐘
」

に
作
る
（「
楚
公
랛
自
鑄
뺡
鐘
、
孫
孫
子
子
其
永
寶
」）。
ま
た
、
楚
公
逆
鐘
（
新

収891

）
に
は
「
龢
（
和
）
齊
（
剤
）

鐘
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
湯
鐘
」

は
「

鐘
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
뤷
」
は
肆
と
讀
む
。「
뤷
」
の
從
う
「
逸
」
字
（
餘
紐
質
部
）
と
「
肆
」
字
（
心

紐
質
部
）
と
は
畳
韻
す
る
。
ま
た
佾
と
通
じ
る
。
②
李
學
勤
は
「
뤷
と
『
三
體
石

經
』
逸
字
の
古
文
（

）
と
同
じ
、
肆
と
讀
む
」
と
い
う
。
今
こ
の
説
に
從
い
、

一
組
の
美
し
く
良
い
編
鐘
と
す
る
。

「

鋚
」
を
③
李
學
勤
は
金
属
名
と
す
る
。
⑦
黄
盛
璋
は
合
金
の
配
合
に
よ
っ

て
生
じ
た
銅
の
色
と
い
う
。
曾
伯
陭
壺
に
（
集
成9712

）「
隹
れ
曾
白
（
伯
）
陭

廼
ち
吉
金
の

鋚
な
る
を
用
い
、
用
て
自
ら
몀
壺
を
乍
（
作
）
る
」
と
あ
っ
て
、

銅
の
色
の
形
容
を
い
う
。
同
樣
の
表
現
に
、

大
宰
鐘
（
集
成86

）
の
「
吉
金

뺽

」、
叔
尸
鎛
（
集
成00285

）
の
「
吉
金
の
鉄

に
し
て
、
玄
鏐
錛

な
る
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を
끠
（
擇
）
ぶ
」、
九
里
墩
鼓
座
（
集
成429

）
の
「
其
の
吉
金
の
玄
鏐
鈍
呂
な

る
を
끠
（
擇
）
ぶ
」、
曾
伯
빍
簠
（
集
成4631

）
の
「
余
其
の
吉
金
黃
鑪
な
る
を

끠
（
擇
）
ぶ
」
が
あ
る
。

「
鈞
」は
重
量
単
位
で
あ
る
が
、ど
れ
ほ
ど
の
重
さ
で
あ
る
の
か
明
確
で
は
な
い
。

㉘
松
丸
道
雄
に
よ
れ
ば
、
一
鈞
は10

㎏
と
い
い
、
多
友
鼎
を
ふ
く
む
以
下
の
銘

文
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。

內
史
뀰
鼎
（
集
成2696
）「
内
史
令
뀰
事
、
易
金
一
・
非
余
」【
内
史
令
뀰
事
、

金
一

（
鈞
）・
非
余
を
易
（
賜
）
う
」）

小
臣
守
簋
（
集
成4179

）「
王
吏
（
使
）
小
臣
守
吏
于
夷
、
賓
馬
兩
・
金
十
鈞
」

【
王　

小
臣
守
を
し
て
夷
に
吏
（
事
）
い
せ
し
む
。
馬
兩
・
金
十
鈞
を
賓
す
】

됙
敖
簋
蓋（
集
成4213

）「
戎
獻
金
于
子
牙
父
百
車
、而
易
魯
됙
敖
金
十
鈞
」（「
戎 

金
を
子
牙
父
に
獻
ず
る
こ
と
百
車
、魯
と
し
て
됙
敖
に
金
十
鈞
を
易
（
賜
）
う
」）

幾
父
壺
（
集
成9721

）「
同
中
늗
西
宮
、
易
幾
父
筓
・
𠦪
六
・
僕
四
家
・
金
十
鈞
」

【
同
中
（
仲
）
늗
（

）
西
宮
、
幾
父
に
筓
・
𠦪
（

）
六
・
僕
四
家
・
金
十

鈞
を
易
（
賜
）
う
】

𤲀
鐘
（
集
成48

）「
宮
令
宰
僕
易
𤲀
金
十

」【
宮 

宰
僕
に
令
（
命
）
じ
𤲀
に

金
十

（
鈞
）
を
易
（
賜
）
う
】

そ
の
後
楚
公
逆
鐘
（
新
収891

）
が
出
土
し
、銘
文
に
「
顉
젇
內
鄉
赤
金
九
萬
鈞
。

楚
公
逆
用
自
乍
龢
齊

鐘
百
됞
」【
顉
（
欽
）
젇
（
融
）
赤
金
九
萬
鈞
を
內
（
納
）

鄉
（
饗
）
す
。
楚
公
逆
用
て
自
ら
龢
齊
の

鐘
百
됞
（
肆
）
を
乍
（
作
）
る
」）

と
あ
っ
て
、
お
よ
そ
實
數
と
は
考
え
難
い
「
赤
金
九
萬
鈞
」
の
例
が
ふ
え
た
。

多
友
鼎
銘
に
あ
る
「
百
鈞
」
が
實
數
で
あ
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
こ

れ
を
用
い
て
作
っ
た
多
友
鼎
の
重
さ
は37

㎏
で
あ
る
。
下
の
文
に
「
用

用
뙿
」

と
あ
っ
て
、
こ
の
鼎
を
朋
友
と
の
饗
宴
に
用
い
る
と
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ

う
が
、
あ
る
い
は
「
百
鈞
」
が
指
揮
下
の
友
官
に
再
分
配
さ
れ
た
と
解
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

訓
讀唯

れ
十
月
、

放な
ら

び
興
り
、
京
師
を
廣
伐
す
る
を
用
て
、
追
う
を
王
に
告
ぐ
。

〔
王
〕
武
公
に
命
ず
る
に
「
乃
の
元
士
を
遣
し
、
京
師
に
羞
追
せ
よ
」
と
。
武
公
、

多
友
に
公
車
を
率
い
て
、
京
師
に
羞
追
す
る
を
命
ず
。

癸
未
、
戎
は
栒
を
伐
ち
、
衣み

な
俘
と
す
。
多
友
西
追
し
、
甲
申
の
晨
に
、
漆
に

搏う

つ
。
多
友
に
折
首
執
訊
有
り
。
凡す
べ

て
公
車
を
以ひ
き

い
て
折
首
二
百
又
□
又
五
人
、

執
訊
廿
又
三
人
、
俘
と
せ
る
戎
車
百
乘
一
十
又
七
乘
、
栒
人
の
俘
を
衣
な
復
す
。

或ま

た
共
に
搏
ち
、
折
首
卅
又
六
人
、
執
訊
二
人
、
俘
と
せ
る
車
十
乘
。
從
っ
て
至

り
、
世
に
追
搏
す
、
多
友
或
た
折
首
執
訊
有
り
。
乃
ち
逞
追
し
て
楊
冢
に
至
る
。

公
車
も
て
折
首
百
又
十
又
五
人
、
執
訊
三
人
、
唯
だ
俘
と
せ
る
車
の
克
く
以
い
ざ

る
は
衣
な
焚
す
、
唯
だ
馬
は

う

ち
て
い
た

ま
し
む
。
京
師
の
俘
を
復
奪
す
。

多
友
廼
ち
俘
馘
訊
を
公
に
獻
ず
。
武
公
廼
ち
王
に
獻
ず
。
廼
ち
武
公
に
曰
い
て

曰
く
「
汝
既
に
京
師
を
靜
め
た
り
。
汝
に
釐た

ま

う
に
、
汝
に
土
田
を
賜
う
」
と
。

丁
酉
、
武
公　

獻
宮
に
在
り
、
廼
ち
向
父
に
命
じ
て
多
友
を
召
し
、
廼
ち
獻
宮

に
뎂の
ぼ

ら
し
む
、
公
親み
ず
から
多
友
に
曰
い
て
曰
く
「
余
肇こ
こ

に
女
を
使
わ
す
も
、
休
に
し

て
逆た

が

う
こ
と
な
く
、
事
を
成
す
有
り
、
多
く
擒
に
す
。
汝
京
師
を
靜
め
た
り
。
汝

に
圭
瓚
一
・
湯
鐘
一
肆
・

鋚
百
鈞
を
賜
う
」
と
。

多
友
敢
て
公
の
休
に
對
揚
し
、
用
て
깻
鼎
を
作
る
、
朋
に
用
い
友
に
用
い
ん
、

其
れ
子
子
孫
永
く
寶
用
せ
よ
。
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こ
れ
は
十
月
の
こ
と
、

が
竝
び
興
っ
て
、
京
師
に
侵
入
す
る
事
態
が
生
じ

た
た
め
、
追
擊
す
べ
き
こ
と
を
王
に
告
げ
た
。
王
は
武
公
に
「
乃
の
直
屬
の
部
下

を
京
師
に
派
遣
し
て
、
進
み
追
擊
さ
せ
よ
」
と
命
じ
た
。
武
公
は
多
友
に
命
じ
、

兵
車
を
率
い
て
、
京
師
へ
追
擊
さ
せ
た
。

癸
未
〔
干
支
番
号20
〕
の
日
に
、戎
は
栒
を
攻
擊
し
、（
兵
士
、住
民
を
）
衣
（
み
）

な
俘
虜
（
孚
）
と
し
た
。
多
友
は
西
へ
追
擊
し
、
甲
申
〔
干
支
番
号21

〕
の
早

朝
に
、
漆
の
地
で
こ
れ
を
伐
っ
た
。
多
友
（
の
兵
）
は
戰
っ
て
首
級
、
俘
虜
を
得

た
。
武
公
の
兵
車
を
率
い
て
得
た
首
級
は
、
す
べ
て
二
百
數
十
五
人
、
俘
虜
は

二
十
三
人
、
捕
獲
し
た
戰
車
は
百
十
七
乘
で
あ
っ
た
。
ま
た
俘
虜
と
な
っ
て
い
た

栒
の
人
（
兵
士
、
住
民
を
）
を
み
な
取
り
戻
し
た
。
ま
た
共
で
討
伐
し
、（
そ
の

時
の
）
首
級
は
三
十
六
人
、
俘
虜
は
二
人
、
捕
獲
し
た
戰
車
は
十
乘
で
あ
っ
た
。

そ
の
ま
ま
追
撃
し
て
世
に
至
り
、
多
友
は
ま
た
首
級
・
俘
虜
を
得
た
。
さ
ら
に
急

追
し
て
楊
冢
に
至
り
、
兵
車
を
用
い
て
首
級
百
十
五
人
・
俘
虜
三
人
を
得
た
が
、

た
だ
捕
獲
し
た
戰
車
の
率
い
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
は
み
な
焚
し
た
。
ま
た
馬

は
殺
傷
し
た
。
京
師
で
俘
虜
と
な
っ
て
い
た
兵
士
・
住
民
を
奪
還
し
た
。

多
友
は
捕
獲
し
た
首
級
・
俘
虜
を
武
公
に
獻
じ
、
武
公
は
そ
れ
を
王
に
獻
じ
た
。

〔
王
が
〕武
公
に
言
う
に
は「
汝
は
既
に
京
師
を
靜
め
た
。
汝
に
釐
わ
り
も
の
を
し
、

汝
に
田
土
を
與
え
る
」
と
。

丁
酉
〔
干
支
番
号34

〕
の
日
に
、
武
公
は
獻
宮
に
在
っ
て
、
向
父
に
命
じ
て

多
友
を
召
し
、
獻
宮
に
上
が
ら
せ
た
。
親
ら
多
友
に
言
う
に
は
、「
余
は
こ
こ
に

汝
を
（
戰
い
に
）
使
わ
し
た
が
、〔
汝
は
〕、
吉
慶
に
し
て
た
が
う
こ
と
な
く
事
を

成
し
と
げ
、
多
く
擒
を
得
た
。
そ
し
て
汝
は
京
師
を
靜
め
た
。
汝
に
圭
瓚
一
・
湯

鐘
一
揃
い
・

鋚
百
鈞
を
與
え
る
」
と
。

多
友
は
敢
て
公
の
た
ま
も
の
に
こ
た
え
て
、
깻
鼎
を
作
っ
た
、
こ
れ
を
朋
友
と

の
こ
と
に
用
い
よ
う
。
子
子
孫
永
く
寶
物
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
。

（
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
客
員
硏
究
員
）


